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序 

 

現在、我が国ではデフレ経済から成長経済への移行を目指す様々な試みが進められて

いますが、その動きをより強固なものにするには、長年培ってきた多種多様な技術革新

の芽を大きく育てる仕組み、即ち具体的な戦略つくりが必要であります。 

一般財団法人機械システム振興協会（以下、「協会」という。）では、平成 26 年度か

ら調査開発事業の中核として「イノベーション戦略策定事業」を、外部組織の皆様とと

もに始めました。 

本事業の目的は、機械システムによる新たな社会変革を目指す革新的•先進的技術を

基にした戦略つくり、きっかけつくりであります。このため関連する複数の分野の関係

者が一同に会して議論を行い、現状の問題点や課題を検討・整理し、実現すべきシステ

ムの姿及びその実現方策・道筋等を策定するものです。 

 「宇宙用インテリジェント材料・研究システムの地上応用に関する戦略策定」は、上

記事業の一環として、高度な宇宙技術を異分野の事業者に技術移転する方策を探求する

ために、一般財団法人宇宙システム開発利用推進機構に委託して実施し、多様な分野の

関係者とともに協会も参加して議論・検討を行いました。また、協会に「機械システム

開発委員会」（委員長：政策研究大学院大学名誉教授 藤正 巖氏）を設置し、そのご

指導・ご助言を受けました。 

この成果が、機械システムによる新たな社会変革が進展されるきっかけとなれば幸い

です。 

 

 

 

    平成２７年３月 

 

一般財団法人機械システム振興協会 

  



 

はじめに 

 

平成 13 年度に「安全・信頼性向上に向けたインテリジェント材料の開発に関す

る調査研究」で、①宇宙分野で利用されている材料の現状調査・整理、②宇宙分野

から他産業への波及状況の調査・分析と③宇宙分野で望まれる材料開発の方向性な

どの検討が行われました。 

その後の十余年の間での技術進歩もあり、宇宙分野から地上分野（民生利用）に

スピンオフされた技術も多く出てきています。 

本事業は、その後の宇宙分野で利用されている材料の現状調査（更新）とともに

民生利用にスピンオフできた経緯を分析して、他産業（異分野）への技術展開の可

能性と方策について検討を行うものです。 

宇宙用インテリジェント材料分野から他産業（異分野）への応用（スピンオフ）

の可能性と方策を示すことにより、新たな他産業（異分野）が参入し易くなるとと

もに宇宙分野と他産業（異分野）の壁が低くなって技術交流が更に深まり、スピン

オフ成功事例の増えることに期待しております。 

本事業の成果が、単に宇宙関係に携わる関係者のみならず、他産業（異分野）の

機械・システム技術関係者にとっても、参考に資することがあれば幸いである。 

 

平成２７年３月 

一般財団法人宇宙システム開発利用推進機構 




